
 

 

 

  

 

＊天候などで行事を変更することがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（水） 

１６日（木） 

〃    

１７日（金） 

２１日（火） 

〃    

２２日（水） 

２３日（木） 

２４日（金） 

３０日（木） 

３１日（金） 

こどもの日のつどい 

交通安全教室（さくら・きく・ばら） 

検尿提出日 

春の遠足 

歯科検診・フッ素塗布 

リズムジャンプ（さくら） 

クッキング（さくら） 

避難訓練 

たいそう教室（さくら） 

内科健診 

誕生会 

キッズリーの打刻についてお願い 

登園時：お子さんと一緒に門を入ってきた時に打刻して

ください。 

降園時：お子さんを迎えに行って、お子さんと一緒に門を

出る時に打刻してください。 

打刻間違いや打刻忘れ等の時は職員までお知らせくたさい。 

ご協力よろしくお願いします。 

 
えんだより 

可愛保育園    令和６年 ５月

号                 

入園、進級から１か月が過ぎ、安心できる

保育士や仲良しのお友達、好きな遊具など

を見つけた子どもたち。気の合う仲間や、

自分の居場所を見つけることで、あそびの

幅がぐ～んと広がっているのを感じます。 

 

おねがい 

＊すべての衣類や持ち物に「わかりやすいところ」に

「ひらがな」で「おおきく」名前を書いてください。 

＊兄姉が使っていたものや、もらったものは、 

名前を書き換えてください。 



 

 

 

 

 

 

★さくら組★ 

さくら組になった！ということを少しずつ実感している様子で

す。生活面は、さすが年長さん！といった感じで、スムーズに身

の回りのことをしています。遊びでは新しいものに出会い、ルー

ルが決まっていなかったので、みんなで考えて「さくら組のおや

くそく」をつくっています。どんな取り組みにも、みんなで話し合

って、日々を楽しく過ごしていける 1年にしたいです。 

★きく組★ 

とても元気いっぱいで賑やかなクラスです。友だちとも

たくさん遊んでいますが、トラブルも多いです。遊びの

中や生活の中で、ルールを守ったり、みんなで協力した

り、相手の気持ちを考えたりしながら過ごしていきたい

です。 

★ばら組★ 

お家が恋しい気持ちと、張り切っている気持が入り混じ

っているばら組さんです。「今日は〇〇するよ！」と伝え

ると「やったー」といい反応を返してくれますし、「これは

何？」「使ってもいい？」と新しい環境にワクワクしてい

る様子に、こちらまで嬉しくなります。たくさん楽しいこ

としようね        

★たんぽぽ組★ 

人数が増え、行動範囲も広がり、伸び伸びとにぎやかに

毎日を楽しく過ごしています。表現力豊かな子が多いの

で、一緒にいろんな活動をしていくのが楽しみです！ 

★もも組★ 

新しいお部屋、新しい先生にもすぐ慣れて、毎日元気い

っぱいです。体操や歌が大好きで、自分の精一杯の身振

り手振りで表現してくれます。ミックスジュースの手遊び

がブームのようです。 

★すみれ組★ 

初めての保育園。慣れない環境に涙が出ますが、日に日

に涙も減ってきて笑顔がいっぱいです。お部屋をハイハ

イしてたくさん動いたり、給食も大好きで、モグモグ食べ

ています。いっぱい食べて、元気に遊ぼうね。 

『今、うちのクラスは！』 

毎月、クラス担任にインタビュー！  

今月は《今のクラスの雰囲気と、担任からの一言》です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「幼少期に身に付けたい 36 の基本動作」をご紹介します。

スポーツやさまざまな動作をスムーズに行うためには、

１つでも多くの３６の基本動作の経験が必要で、動作の

経験が脳に記憶として残り、経験の数だけ組み合わせが

増えることになります。  

 

目標に向けた取り組み 

元気な子ども 

・・・イキイキ過ごす子ども 

それぞれの子どもがその流れの中で認

められ、各々の得意なところに自信を感

じ、みんなで一緒にやる楽しさを味わう 

イキイキ うごく力 

さくら組では毎月１回、外部講師の中山直輝先生（運動あそび教室

やるきっず）にご指導をいただき“リズムジャンプ”をしています。

運動あそびを通して楽しく体を動かす活動を行っていますが、体だ

けではなく、頭と心を動かして、体（動く）・頭（考える）・心（気持

ち）がうまく繋がるような内容を取り入れた活動です。 

体を動かして「楽しかった！」「やればできる！」という経験を重

ねていってほしいと思います。 

 

2024年 2月に開催した「保護者会研修会」で中山直輝先生

は、ﾌﾟﾚ・ゴールデンエイジ（体の神経系がとても発達する 5-8

歳）は、脳をはじめとする神経回路の発達は急ピッチで進む大切

な時期。この時期にしてほしいのは多種多様な動き、幼児期に必

要なのは３６個の動きであると言われました。 

研修報告 

「リズムジャンプ」の様子を動画

配信サービス YOUTUBE でご覧

いただけます。 


